
100kg 超級・決勝＝太田彪雅（旭化成、右）対影浦心（日本中央競馬会）100kg 超級・決勝＝太田彪雅（旭化成、右）対影浦心（日本中央競馬会）

2024 年全日本選抜柔道体重別選手権大会2024 年全日本選抜柔道体重別選手権大会
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ニュース　全日本選抜柔道体重別選手権大会

　   太田彪雅（旭化成）が
激戦を制して２連覇

　　     冨田若春（コマツ）が５連覇
2024 年全日本選抜柔道体重別選手権大会2024 年全日本選抜柔道体重別選手権大会

100kg100kg
超級超級

78kg78kg
超級超級

100kg 超級・決勝＝太田（右）が縦四方固をしかける100kg 超級・決勝＝太田（右）が縦四方固をしかける
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試
合
中
盤
、
釣
り
手
を
取
っ
た
近
藤
か

ら
福
田
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
袖
釣
込
腰
で
技

あ
り
を
先
取
。
残
り
時
間
１
分
30
秒
、
近

藤
が
猛
反
撃
を
仕
掛
け
、
残
り
時
間
40
秒

で
横
落
で
技
あ
り
を
奪
い
同
点
に
追
い
つ

く
。
こ
の
ま
ま
Ｇ
Ｓ
に
持
ち
込
ま
れ
る
か

と
思
わ
れ
た
残
り
時
間
２
秒
、
近
藤
が
渾こ
ん

身し
ん

の
一
本
背
負
投
を
決
め
る
。
間
も
な
く

試
合
時
間
が
終
了
し
、
そ
の
ま
ま
初
優
勝

を
手
中
に
収
め
た
。

◉
優
勝
＝
近
藤
隼
斗
選
手

「（
福
田
選
手
に
技
あ
り
を
取
ら
れ
た

後
）
何
と
し
て
で
も
取
り
返
す
、
と
い
う

気
持
ち
で
攻
め
続
け
ま
し
た
。『
退
い
た

ら
負
け
る
』
と
思
っ
て
最
後
ま
で
攻
め
た

結
果
、
最
後
に
一
本
取
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。（
新
社
会
人
と
し
て
パ
ー
ク
24
に
入

社
し
て
）
こ
れ
か
ら
プ
ロ
の
道
を
進
む
の

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
る

こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

　

２
０
２
４
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会（
主
催
＝
全
日
本
柔
道
連
盟
）

が
４
月
６
・
７
日
、
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
福
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
男

女
各
７
階
級
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、
全
日
本
柔
道
連
盟
か
ら
選
抜
さ
れ
た

110
名
の
選
手
（
各
階
級
８
名
、
２
名
欠
場
。
パ
リ
五
輪
内
定
者
は
含
ま
れ
ず
）
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

男
子
100
㎏
超
級
決
勝
で
は
、太
田
彪
雅（
旭
化
成
）が
影
浦
心（
日
本
中
央
競
馬
会
）

に
縦
四
方
固
を
極
め
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

女
子
78
㎏
超
級
決
勝
で
は
、
膝
の
怪け

我が

の
手
術
か
ら
復
帰
し
た
冨
田
若
春
（
コ
マ

ツ
）
が
新
井
万
央
（
日
本
体
育
大
学
）
を
隅
落
で
下
し
、
５
連
覇
を
達
成
し
た
。

◇
男
子
決
勝

◇
男
子
決
勝

◆◆
6060
㎏
級
㎏
級　

近
藤
が
念
願
の
初
優
勝

　

近
藤
が
念
願
の
初
優
勝

近
藤
隼
斗
（
パ
ー
ク

近
藤
隼
斗
（
パ
ー
ク
2424
）　

○
（
一
本
背
負
投
）　　

福
田
大
和
（
天
理
大
学
）

）　

○
（
一
本
背
負
投
）　　

福
田
大
和
（
天
理
大
学
）

青
木
　
大
（
帝
京
科
学
大
学
職
）

樋
口
裕
大
（
大
阪
府
警
）

足
立
悠
晟
（
天
理
大
）

近
藤
隼
斗
（
パ
ー
ク
24
）

渡
邉
　
勇
（
東
海
げ
ん
き
整
骨
院
）

福
田
大
和
（
天
理
大
）

田
中
　
祥
（
セ
ン
コ
ー
）

中
村
太
樹
（
国
士
舘
大
）

一
本
背
負
投背

負
投

○
○

小
内
刈
＋
背
負
投

○片
手
絞 隅

落
反
則
負

近藤隼斗

反
則
負
け

　

試
合
は
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判

規
程
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
試
合
時

間
４
分
、
時
間
内
に
決
着
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
時
間
無
制
限
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ス
コ
ア
（
延
長
戦
＝
以
下
、
Ｇ
Ｓ
）
に
て

勝
敗
が
決
す
る
ま
で
争
わ
れ
た
。

▲ 78kg 超級・決勝＝▲ 78kg 超級・決勝＝
　 冨田（左）が隅落で　 冨田（左）が隅落で
　 技ありを奪う　 技ありを奪う

◀︎ 60kg 級・決勝＝近藤（下）が◀︎ 60kg 級・決勝＝近藤（下）が
　 一本背負投を決める　 一本背負投を決める
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ニュース　全日本選抜柔道体重別選手権大会

　

２
０
２
１
年
大
会
以
来
の
優
勝
に
王
手

を
か
け
た
田
中
と
大
学
３
年
生
時
に
学
生

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
初
優
勝
を
狙
う

光
岡
が
対
戦
。
実
力
伯
仲
の
両
者
の
試
合

は
４
分
間
で
は
決
着
せ
ず
、
Ｇ
Ｓ
に
突

入
。
互
い
に
投
技
や
固
技
を
多
彩
に
繰
り

出
し
合
う
も
有
効
と
は
な
ら
ず
、
こ
う
着

状
態
が
続
く
。
Ｇ
Ｓ
が
間
も
な
く
10
分
を

超
え
よ
う
と
し
た
そ
の
瞬
間
、
光
岡
が
勢

い
よ
く
攻
め
た
と
こ
ろ
を
、
田
中
が
後
ろ

か
ら
抱
え
込
み
、
横
車
で
技
あ
り
を
奪
っ

た
。
本
戦
と
合
わ
せ
て
試
合
時
間
14
分
超

え
の
激
闘
を
制
し
、
田
中
が
３
年
ぶ
り
２

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
田
中
龍
馬
選
手

「
大
学
２
年
生
の
時
に
こ
の
大
会
で
優
勝

し
て
以
来
、
な
か
な
か
勝
つ
こ
と
が
で
き

ず
、
目
標
と
し
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

世
界
大
会
に
手
が
届
か
な
か
っ
た
中
で
、

今
日
の
優
勝
は
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
柔
道

人
生
が
大
き
く
変
わ
る
優
勝
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。（
光
岡
選
手
と
は
）
高
校
生

の
頃
か
ら
試
合
を
し
て
き
た
の
で
、
同
じ

九
州
代
表
と
し
て
全
日
本
の
舞
台
で
戦
え

た
こ
と
を
す
ご
く
嬉う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
今

日
の
優
勝
は
、
目
標
と
し
て
い
る
（
４
年

後
の
）
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
良
い
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」

◆◆
6666
㎏
級
㎏
級　

田
中
龍
馬
が
３
年
ぶ
り
の
優
勝

　

田
中
龍
馬
が
３
年
ぶ
り
の
優
勝

田
中
龍
馬
（

田
中
龍
馬
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク

Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク
）　）　

（
横
車
）　　

光
岡
岳
人
（
明
治
大
学

（
横
車
）　　

光
岡
岳
人
（
明
治
大
学
））

田
中
龍
雅
（
筑
波
大
学
）　

○
（
合
わ
せ
技
）　　

内
村
秀
資
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

田
中
龍
雅
（
筑
波
大
学
）　

○
（
合
わ
せ
技
）　　

内
村
秀
資
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）

　

兄
の
優
勝
に
続
き
た
い
田

中
龍
雅
と
、
昨
年
の
実
業
団

柔
道
選
手
権
大
会
で
個
人
優

勝
し
た
内
村
が
決
勝
を
争

う
。
中
盤
戦
、
田
中
が
素
早

い
足
技
か
ら
大
胆
に
隅
返
に

転
じ
、
技
あ
り
。
そ
の
後
、

内
村
も
果
敢
に
反
撃
を
試
み

る
が
、
田
中
が
落
ち
着
い
て

応
じ
る
。
残
り
時
間
15
秒
、

田
中
が
一
本
背
負
投
で
再
び

技
あ
り
を
奪
い
、勝
利
し
た
。

◉
優
勝
＝
田
中
龍
雅
選
手

「
兄
が
先
に
優
勝
し
て
い
る

の
を
見
て
、
そ
の
ま
ま
の
勢

い
で
勝
ち
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
内
村
選
手
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
な

ど
私
よ
り
優
れ
た
部
分
が
多
か
っ
た
の

で
、
攻
撃
的
な
柔
道
を
意
識
し
て
戦
い
ま

し
た
。
兄
と
の
優
勝
も
と
て
も
嬉
し
い
で

す
が
、
下
に
弟
も
い
る
の
で
、
い
つ
か
兄

弟
３
人
で
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」

竹
市
裕
亮
（
国
士
舘
大
）

田
中
龍
雅
（
筑
波
大
）

吉
田
優
平
（
自
衛
隊
体
育
学
）

大
吉
　
賢
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク
）

古
賀
颯
人
（
慶
應
義
塾
高
校
教
）

内
村
秀
資
（
自
衛
隊
体
育
学
）

田
中
裕
大
（
パ
ー
ク
24
）

石
原
　
樹
（
ジ
ャ
パン
エレベ
ー
タ
ー
）

隅
返
＋
背
負
投

背
負
落

○

反
則
負
け

○

○払
腰

隅
落

裏
投

田中龍雅

浮
落

五
味
佳
将
（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

服
部
辰
成
（
東
海
大
）

光
岡
岳
人
（
明
治
大
）

武
岡
　
毅
（
パ
ー
ク
24
）

内
村
光
暉
（
自
衛
隊
体
育
学
）

藤
阪
泰
恒
（
パ
ー
ク
24
）

杉
浦
冬
唯
（
松
波
総
合
病
院
）

田
中
龍
馬
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク
）

横
車

体
落
＋
浮
腰

○
○

反
則
負
け

○
○

袖
釣
込
腰 反

則
負
け

袖
釣
込
腰

田中龍馬

反
則
負
け

◆◆
7373
㎏
級
㎏
級　

兄
の
優
勝
の
勢
い
そ
の
ま
ま
、

　

兄
の
優
勝
の
勢
い
そ
の
ま
ま
、

弟
・
龍
雅
が
初
優
勝
を
摑
む

弟
・
龍
雅
が
初
優
勝
を
摑
む

6666
㎏
級
・
決
勝
＝

㎏
級
・
決
勝
＝

田
中
龍
馬
（
右
）
が
横
車
を
仕
掛
け
る
瞬
間

田
中
龍
馬
（
右
）
が
横
車
を
仕
掛
け
る
瞬
間

73㎏級・決勝＝田中龍雅（左）の一本背負投73㎏級・決勝＝田中龍雅（左）の一本背負投
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２
連
覇
を
目
指
す
老
野
と
、
準
決
勝
で

同
階
級
強
豪
の
小
原
拳
哉
（
パ
ー
ク
24
）

を
逆
転
で
破
っ
た
竹
市
に
よ
る
決
勝
。
老

野
が
積
極
的
に
攻
撃
を
仕
掛
け
、
竹
市
も

粘
り
強
く
耐
え
な
が
ら
一
本
を
狙
う
。
試

合
は
Ｇ
Ｓ
に
突
入
し
て
４
分
半
が
経
過
し

た
そ
の
時
、
組
み
合
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
老

野
が
小
外
掛
で
一
本
。
老
野
が
２
連
覇
に

輝
い
た
。

◉
優
勝
＝
老
野
祐
平
選
手

「
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。（
竹
市
選
手
は
）

こ
れ
ま
で
勝
っ
た
こ
と
の
な
い
相
手
で
し

た
が
、『
何
分
や
っ
て
も
絶
対
に
勝
つ
』

と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
世

界
選
手
権
に
派
遣
さ
れ
れ
ば
、
絶
対
に
優

勝
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

　

１
回
戦
、
準
決
勝
と
も
時
間
内
に
一
本

勝
ち
を
収
め
、
圧
倒
的
な
力
で
勝
ち
上
が

っ
た
田
嶋
と
、
同
階
級
最
年
少
の
川
端
が

決
勝
で
相
ま
み
え
る
。
実
力
が
拮
抗
す
る

両
者
は
、
互
い
に
有
効
な
技
を
繰
り
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
試
合
は
終
盤
戦
へ
。
試

合
時
間
終
了
間
際
、
田
嶋
が
川
端
の
横
襟

を
し
っ
か
り
捉
え
、
大
外
刈
で
一
本
を
決

め
た
。
残
り
時
間
1
秒
の
一
本
勝
ち
に
会

場
は
大
い
に
沸
き
返
っ
た
。

◉
優
勝
＝
田
嶋
剛
希
選
手

「
川
端
選
手
は
地
元
（
千
葉
県
）
の
後
輩

で
、
私
が
高
校
生
の
時
に
彼
は
小
学
生
で

し
た
。
こ
ん
な
大
き
な
舞
台
で
試
合
が
で

き
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
す
ぐ
後
ろ
ま
で
来
て
い
る
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
た
だ
、
若
手
の

選
手
た
ち
に
は
ま
だ
ま
だ
負
け
た
く
な
い

で
す
。
自
分
自
身
、
ま
だ
世
界
で
結
果
を

出
せ
て
い
な
い
の
で
も
っ
と
上
を
目
指
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
年
齢
で
も
ま

だ
ま
だ
や
れ
る
と
い
う
姿
勢
を
若
い
選
手

た
ち
に
見
せ
て
い
き
た
い
で
す
」

◆◆
8181
㎏
級
㎏
級　

延
長
戦
を
制
し
、
老
野
が
２
連
覇

　

延
長
戦
を
制
し
、
老
野
が
２
連
覇

老
野
祐
平
（
旭
化
成
）　

○
（
小
外
掛
）　　

竹
市
大
祐

老
野
祐
平
（
旭
化
成
）　

○
（
小
外
掛
）　　

竹
市
大
祐

（（
ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
））

釘
丸
将
太
（
パ
ー
ク
24
）

老
野
祐
平
（
旭
化
成
）

東
郷
丈
児
（
東
海
大
）

北
條
嘉
人
（
パ
ー
ク
24
）

竹
市
大
祐
（
ジ
ャ
パン
エレベ
ー
タ
ー
）

天
野
開
斗
（
東
海
大
）

澤
口
宗
志
（
警
視
庁
）

小
原
拳
哉
（
パ
ー
ク
24
）

小
外
掛

横
車

○
○

○ ○
反
則
負
け

○隅
落 反

則
負
け

反
則
負
け

老野祐平

小
外
刈

◆◆
9090
㎏
級
㎏
級　

田
嶋
が
全
試
合
一
本
勝
ち
で
２
連
覇

　

田
嶋
が
全
試
合
一
本
勝
ち
で
２
連
覇

田
嶋
剛
希
（
パ
ー
ク

田
嶋
剛
希
（
パ
ー
ク
2424
）　

○
（
大
外
刈
）　　

川
端
倖
明
（
国
士
舘
大
学
）

）　

○
（
大
外
刈
）　　

川
端
倖
明
（
国
士
舘
大
学
）

白
川
剛
章
（
パ
ー
ク
24
）

川
端
倖
明
（
国
士
舘
大
）

藤
永
龍
太
郎
（
神
奈
川
県
警
）

森

　健
心
（
パ
ー
ク
24
）

中
村
俊
太
（
國
學
院
大
）

中
西
一
生
（
旭
化
成
）

海
堀
陽
弥
（
日
本
体
育
大
）

田
嶋
剛
希
（
パ
ー
ク
24
）

大
外
刈

腕
挫
十
字
固

○ ○
○

反
則
負
け

○ ○○○
横
四
方
固 反

則
負
け

反
則
負
け

田嶋剛希

横
四
方
固

9090
㎏
級
・
決
勝
＝
田
嶋
（
手
前
）
の

㎏
級
・
決
勝
＝
田
嶋
（
手
前
）
の

豪
快
な
大
外
刈
が
決
ま
る

豪
快
な
大
外
刈
が
決
ま
る

81kg 級・決勝＝老野（左）が小外掛で一本を奪う81kg 級・決勝＝老野（左）が小外掛で一本を奪う老野（右）が竹市の前襟を捉える老野（右）が竹市の前襟を捉える
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増
山
は
過
去
の
同
大
会
で
は
90
㎏
級
で

出
場
し
２
度
優
勝
を
手
に
し
て
い
る
。
階

級
を
100
㎏
級
に
上
げ
た
増
山
と
決
勝
を
争

う
の
は
、
昨
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京

で
、
初
出
場
な
が
ら
２
位
に
入
賞
し
、
パ

リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
候
補
に
も
上
が
っ

た
新
井
。
試
合
は
増
山
が
積
極
的
に
技
を

出
し
、
新
井
が
凌し
の

ぐ
展
開
が
続
く
。
増
山

が
指
導
1
、
新
井
が
指
導
２
を
付
与
さ
れ

Ｇ
Ｓ
へ
。
新
井
が
消
極
的
姿
勢
の
指
導
を

付
与
さ
れ
、
反
則
負
け
で
決
着
。
増
山
が

同
大
会
３
度
目
、
100
㎏
級
で
初
の
優
勝
に

輝
い
た
。

◉
優
勝
＝
増
山
香
補
選
手

「（
階
級
を
）
変
え
て
か
ら
ま
だ
１
年
ぐ

ら
い
で
す
が
結
果
を
出
せ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
本
来
１
回
戦
で
戦
う
予
定
だ
っ
た
飯

田
健
太
郎
選
手
（
旭
化
成
、
今
大
会
は
計

量
オ
ー
バ
ー
に
よ
り
失
格
）
が
一
番
強
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ま
だ
ト
ッ
プ
に
な

れ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
挑
戦

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

　

全
日
本
選
手
権
で
も
活
躍

す
る
両
選
手
は
共
に
東
海
大

学
出
身
で
、
太
田
が
二
つ
下

の
先
輩
・
後
輩
対
決
と
な
っ

た
。
互
い
に
手
の
内
を
知
り

尽
く
し
て
い
る
両
者
は
、
互

い
に
攻
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

探
り
合
う
内
に
、
両
者
消
極

的
姿
勢
の
指
導
が
二
つ
付
与

さ
れ
、
互
角
の
ま
ま
Ｇ
Ｓ
に

突
入
。
こ
う
着
状
態
が
続
く

中
、
影
浦
が
体
を
下
げ
た
瞬

間
、
太
田
が
影
浦
の
右
腕
を

捉
え
縦
四
方
固
で
押
さ
え
込

み
、
一
本
。
２
連
覇
を
達
成

し
た
。

◉
優
勝
＝
太
田
彪
雅
選
手

「
無
事
２
連
覇
で
き
て
ホ
ッ

◆◆
100100
㎏
級
㎏
級　

増
山
が
同
大
会
３
度
目
の
優
勝
、

　

増
山
が
同
大
会
３
度
目
の
優
勝
、

100100
㎏
級
で
は
初

㎏
級
で
は
初

増
山
香
補
（
パ
ー
ク

増
山
香
補
（
パ
ー
ク
2424
）　

○
（
反
則
負
け
）　　

新
井
道
大
（
東
海
大
学
）

）　

○
（
反
則
負
け
）　　

新
井
道
大
（
東
海
大
学
）

山
口
貴
也
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

植
岡
虎
太
郎
（
日
本
製
鉄
）

増
山
香
補
（
パ
ー
ク
24
）

飯
田
健
太
郎
（
旭
化
成
）

熊
坂
光
貴
（
セ
ン
コ
ー
）

グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗
（
パ
ー
ク
24
）

神
垣
和
他
（
京
葉
ガ
ス
）

新
井
道
大
（
東
海
大
）

反
則
負
け

小
外
掛

○

背
負
投

払
腰

不
戦
勝

内
股

増山香補

反
則
負
け

◆◆
100100
㎏
超
級

㎏
超
級　

太
田
が
接
戦
を
制
し
、
２
連
覇

　

太
田
が
接
戦
を
制
し
、
２
連
覇

太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）　

太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）　

（
縦
四
方
固
）　　

影
浦
心
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

（
縦
四
方
固
）　　

影
浦
心
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

と
し
て
い
ま
す
。
１
回
戦
か
ら
全
て
Ｇ
Ｓ

で
苦
し
い
戦
い
で
し
た
が
、
勝
ち
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
影
浦
先
輩
と
は
昔
か

ら
よ
く
対
戦
し
て
い
て
お
互
い
手
の
内
が

わ
か
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
粘
り
強

く
戦
え
ま
し
た
。
今
年
の
世
界
選
手
権
も

優
勝
を
目
指
し
て
戦
い
ま
す
」

香
川
大
吾
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

中
野
寛
太
（
旭
化
成
）

木
元
拓
人
（
日
本
製
鉄
）

影
浦
　
心
（
日
本
中
央
競
馬
）

王
子
谷
剛
志
（
旭
化
成
）

中
村
雄
太
（
東
海
大
）

原
沢
久
喜
（
長
府
工
産
）

太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）

縦
四
方
固横

車

○

隅
落

背
負
投

○
反
則
負
け 隅

落
反
則
負
け

太田彪雅

100kg 級・決勝＝増山（下）が新井を担いで一本を狙う100kg 級・決勝＝増山（下）が新井を担いで一本を狙う

100kg 超級・決勝＝太田（上）が影浦に技を仕掛ける100kg 超級・決勝＝太田（上）が影浦に技を仕掛ける
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勝
。
試
合
開
始
か
ら
10
秒
後
、
古
賀
は
袖

釣
込
で
技
あ
り
を
先
取
。
流
れ
を
摑
ん
だ

古
賀
は
、
宮
木
に
ペ
ー
ス
を
渡
さ
ず
試
合

を
進
め
る
。
そ
の
後
す
ぐ
に
古
賀
が
払
腰

を
仕
掛
け
、
こ
れ
が
一
本
と
な
り
試
合
終

了
。
圧
倒
的
な
試
合
で
２
度
目
の
優
勝
を

手
に
し
た
。

◉
優
勝
＝
古
賀
若
菜
選
手

「
久
し
ぶ
り
の
地
元
（
福
岡
県
）
で
の
大

会
で
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
世
界
選

手
権
に
つ
な
が
る
大
事
な
試
合
な
の
で
、

一
試
合
一
試
合
を
大
切
に
戦
い
ま
し
た
。

会
社
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
本
当
に
力
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
た
こ
れ
か
ら
体
づ

く
り
を
し
、技
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
」

　

前
回
大
会
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
の
決
勝

と
な
っ
た
。
白
石
が
試
合
開
始
直
後
か
ら

激
し
い
攻
め
で
大
森
を
圧
倒
す
る
。
白
石

が
鋭
く
攻
め
入
り
、
倒
れ
込
ん
だ
大
森
に

す
か
さ
ず
横
四
方
固
で
抑
え
込
み
、
一
本

勝
ち
を
収
め
た
。
試
合
時
間
わ
ず
か
44
秒

の
決
着
に
会
場
の
観
客
か
ら
ど
よ
め
き
の

声
が
上
が
っ
た
。

◉
優
勝
＝
白
石
響
選
手

「
こ
の
大
き
な
舞
台
で
３
連
覇
で
き
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
最
後
ま
で
投
げ
切
る

こ
と
や
寝
技
へ
の
移
行
を
普
段
の
稽
古
か

ら
意
識
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
の
あ
の
場

面
で
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
か
っ
た
と
こ
ろ

は
、
以
前
か
ら
一
つ
成
長
で
き
た
部
分
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
コ
マ
ツ
の

社
員
と
し
て
、
世
界
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
」

◇
女
子
決
勝

◇
女
子
決
勝

◆◆
4848
㎏
級
㎏
級　

古
賀
若
菜
が
５
年
ぶ
り
に
頂
点

　

古
賀
若
菜
が
５
年
ぶ
り
に
頂
点

古
賀
若
菜
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）　

○
（
払
腰
）　　

宮
木
果
乃
（
日
本
大
学
）

古
賀
若
菜
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）　

○
（
払
腰
）　　

宮
木
果
乃
（
日
本
大
学
）

宮
城
杏
優
菜
（
明
治
東
洋
医
学
院
専
門
学
）

宮
木
果
乃
（
日
本
大
）

稲
垣
若
菜
（
桐
蔭
横
浜
大
）

吉
岡

　光
（
東
海
大
）

坂
口
仁
美
（
ヤ
ッ
ク
ス
）

近
藤
美
月
（
東
海
大
）

原
田
瑞
希
（
日
本
大
）

古
賀
若
菜
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

払
腰

片
手
絞

○ ○
○

○ ○ ○○
反
則
負
け

大
外
刈
＋
隅
落

反
則
負
け

反
則
負
け

古賀若菜

反
則
負
け

　

古
賀
は
平
成
31
年
大
会
以
来
５
年
ぶ
り

の
優
勝
、
宮
木
は
初
優
勝
を
か
け
た
決

◆◆
5252
㎏
級
㎏
級　

白
石
が
３
連
覇
達
成

　

白
石
が
３
連
覇
達
成

白
石
響
（
コ
マ
ツ
）　

○
（
横
四
方
固
）　　

大
森
生
純
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

白
石
響
（
コ
マ
ツ
）　

○
（
横
四
方
固
）　　

大
森
生
純
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

神
谷
　
鈴
（
龍
谷
大
）

藤
城
　
心
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

坪
根
菜
々
子
（
自
衛
隊
体
育
学
）

白
石

　響
（
コ
マ
ツ
）

横
田
ひ
か
り
（
東
海
大
）

武
田
亮
子
（
コ
マ
ツ
）

小
西
彩
菜
（
兵
庫
県
警
）

大
森
生
純
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

横
四
方
固送

襟
絞

○

○○○ ○
反
則
負
け

内
股

反
則
負
け

反
則
負
け

白石　響

横
四
方
固

48kg 級・決勝＝古賀（上）が払腰で崩し、抑え込みで一本を奪う48kg 級・決勝＝古賀（上）が払腰で崩し、抑え込みで一本を奪う

52kg 級・決勝＝白石（上）が横四方固をかける52kg 級・決勝＝白石（上）が横四方固をかける

心技体 人を育てる総合誌
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57
㎏
級
最
年
長
の
玉
置
と
、
前
回
大
会

女
王
の
髙
野
が
対
戦
。
序
盤
戦
か
ら
両
者

の
激
し
い
組
手
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
試
合
中
盤
、
こ
う
着
状
態
か
ら
玉
置

が
隅
返
で
技
あ
り
を
奪
い
優
位
に
立
つ
。

残
り
時
間
、
必
死
に
反
撃
を
試
み
る
髙
野

に
対
し
、
玉
置
は
応
戦
し
な
が
ら
も
し
っ

か
り
と
技
あ
り
を
守
り
切
る
。
そ
の
ま
ま

時
間
切
れ
と
な
り
、
玉
置
が
６
年
ぶ
り
２

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
玉
置
桃
選
手

「
な
か
な
か
勝
て
な
い
時
期
も
、
会
社
の

方
々
や
出
稽
古
先
の
先
生
方
や
学
生
の
方

に
応
援
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
自
分

を
奮
い
立
た
せ
て
も
う
一
度
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
１
回
戦
で
髙

野
選
手
と
対
戦
し
て
負
け
て
い
た
の
で
、

リ
ベ
ン
ジ
の
つ
も
り
で
挑
み
ま
し
た
。
ま

た
世
界
選
手
権
に
向
け
て
、
鍛
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

３
度
目
の
優
勝
を
狙
う
堀
川
と
、
地

元
（
福
岡
県
）
で
の
初
優
勝
ま
で
あ
と
一

勝
ま
で
迫
る
青
野
が
決
勝
を
戦
う
。
多
彩

な
技
で
攻
め
入
る
ベ
テ
ラ
ン
の
堀
川
に
対

し
、
青
野
は
得
意
の
足
技
で
勝
負
す
る
。

青
野
の
鋭
い
足
技
に
、
堀
川
は
極
端
な
防

御
姿
勢
と
し
て
指
導
二
つ
が
付
与
さ
れ

る
。
Ｇ
Ｓ
に
突
入
し
、
堀
川
の
足
が
上
が

っ
た
瞬
間
を
、
青
野
が
得
意
と
す
る
内
股

で
持
ち
上
げ
る
と
、
見
事
に
一
本
。
青
野

が
嬉
し
い
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
青
野
南
美
選
手

「
地
元
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
で
す
。（
会
場
で
応
援
し
て
い
た
恩
師

の
日
下
部
基
栄
福
岡
大
学
女
子
柔
道
部
監

督
に
つ
い
て
）
１
回
戦
か
ら
ず
っ
と
応
援

の
声
が
聞
こ
え
て
い
て
、
お
世
話
に
な
っ

た
監
督
の
た
め
に
も
優
勝
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
日
の
優
勝
を
ス
タ
ー
ト

に
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
選
手
に
な
り
ま

す
」

◆◆
5757
㎏
級
㎏
級　

玉
置
が
ベ
テ
ラ
ン
の

　

玉
置
が
ベ
テ
ラ
ン
の意地

を
見
せ
つ
け
る

意
地
を
見
せ
つ
け
る

玉
置
桃
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）　

玉
置
桃
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）　

（
隅
返
）　　

髙
野
綺
海

（
隅
返
）　　

髙
野
綺
海

（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

本
田
里
來
（
敬
愛
高
）

古
賀
ひ
よ
り
（
パ
ー
ク
24
）

白
金
未
桜
（
筑
波
大
）

髙
野
綺
海
（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

込
山
未
菜
（
コ
マ
ツ
）

大
森
朱
莉
（
帝
京
大
）

瀬
戸
口
栞
南
（
光
仁
会
病
院
）

玉
置

　桃
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

隅
返

巴
投

○
○ ○

内
股
す
か
し

反
則
負
け

小
外
刈

反
則
負
け

玉置　桃

反
則
負
け

◆◆
6363
㎏
級
㎏
級　

青
野
南
美
が
地
元
で
初
優
勝
を
飾
る

　

青
野
南
美
が
地
元
で
初
優
勝
を
飾
る

青
野
南
美
（
福
岡
県
警
）　

○
（
内
股
）　　

堀
川
恵
（
パ
ー
ク

青
野
南
美
（
福
岡
県
警
）　

○
（
内
股
）　　

堀
川
恵
（
パ
ー
ク
2424
））

土
井
雅
子
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

鍋
倉
那
美
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク
）

青
野
南
美
（
福
岡
県
警
）

山
口
葵
良
梨
（
パ
ー
ク
24
）

髙
木
水
月
（
明
治
国
際
医
療
大
）

立
川
　
桃
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

渡
邉
聖
子
（
警
視
庁
）

堀
川
　
恵
（
パ
ー
ク
24
）

内
股

大
外
落

○ ○
○

○

小
外
刈

腕
挫
十
字
固

小
外
刈

小
外
掛

青野南美

反
則
負
け

57kg 級・決勝＝玉置（奥）が隅返の技ありで先制する57kg 級・決勝＝玉置（奥）が隅返の技ありで先制する

▼ 63㎏級・決勝＝青野（上）が得意の内股で勝利▼ 63㎏級・決勝＝青野（上）が得意の内股で勝利
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中
量
級
の
選
手
と
し
て
過
去
に
皇
后
盃

で
優
勝
し
た
経
験
を
持
つ
田
中
と
、
昨
年

の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
や
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
数
々
の
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
て
い
る
本
田
が
決
勝

で
相
ま
み
え
る
。
70
㎏
級
の
ベ
テ
ラ
ン
・

田
中
の
技
を
懸
命
に
か
わ
す
本
田
が
、
消

極
的
姿
勢
の
指
導
を
二
つ
付
与
さ
れ
、
本

戦
が
終
了
。
Ｇ
Ｓ
に
突
入
し
て
も
な
お
、

実
力
伯
仲
の
両
者
の
試
合
は
一
本
が
決
ま

ら
ず
、
本
戦
と
合
わ
せ
て
10
分
を
超
え
る

激
戦
と
な
る
。
肩
で
息
を
し
て
い
る
の
が

見
て
と
れ
る
ほ
ど
、
両
者
と
も
疲
弊
し
て

い
る
中
、
田
中
が
渾
身
の
力
を
振
り
絞
り

本
田
を
投
げ
る
。
辛
く
も
一
本
に
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
本
田
が
極
端
な
防
御
姿
勢

を
取
っ
た
と
し
て
、
本
田
に
三
つ
目
の
指

導
が
与
え
ら
れ
、
反
則
負
け
で
田
中
の
勝

利
が
決
ま
っ
た
。

◉
優
勝
＝
田
中
志
歩
選
手

「
東
京
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
た
Ｊ
Ｒ
東

◆◆
7070
㎏
級
㎏
級　

田
中
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝

　

田
中
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝

田
中
志
歩
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）　

○
（
反
則
負
け
）　　

本
田
万
結
（
東
海
大
学
）

田
中
志
歩
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）　

○
（
反
則
負
け
）　　

本
田
万
結
（
東
海
大
学
）

星
野
七
虹
（
環
太
平
洋
大
）

本
田
万
結
（
東
海
大
）

杉
山
歌
嶺
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

西
願
寺
里
保
（
コ
マ
ツ
）

牧
田
朱
加
（
ヤ
ッ
ク
ス
）

桑
形
萌
花
（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

池
絵
梨
菜
（
国
士
舘
大
学
柔
道
ク
ラ
ブ
）

田
中
志
歩
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

反
則
負
け大

外
刈

○

○
反
則
負
け

○○隅
落 反

則
負
け

横
四
方
固

田中志歩

大
外
刈

日
本
の
仲
間
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
優
勝
で
き

て
嬉
し
い
で
す
。（
寝

技
が
得
意
な
本
田
選
手

と
の
試
合
に
つ
い
て
）

粘
り
強
く
て
簡
単
に
は

投
げ
さ
せ
て
く
れ
な
か

っ
た
の
で
、
気
持
ち
で

勝
と
う
と
頑
張
り
ま
し

た
。
本
田
選
手
よ
り
年

上
で
あ
る
こ
と
の
意
地

で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
世
界
選
手
権
に

選
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
、
優
勝
を
目
指
し
ま

す
」

70㎏級・決勝＝田中（左）が渾身の力で投げ技を放つ70㎏級・決勝＝田中（左）が渾身の力で投げ技を放つ

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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ニュース　全日本選抜柔道体重別選手権大会

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
濵
田
と
、
昨
年
は
皇
后
盃
３

位
、
講
道
館
杯
３
位
と
好
成
績
を
残
し
た

池
田
が
決
勝
を
争
う
。
試
合
序
盤
か
ら
池

田
が
組
手
を
取
り
攻
め
る
と
こ
ろ
を
、
濵

田
が
小
外
刈
で
技
あ
り
を
奪
う
。
早
々
に

優
勢
に
立
っ
た
濵
田
に
対
し
て
、
池
田
は

果
敢
に
攻
め
る
が
、
濵
田
が
落
ち
着
い
て

か
わ
す
。
最
後
ま
で
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
切

っ
た
濵
田
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝
を
手
に
し

た
。
試
合
直
後
に
は
気
丈
に
振
る
舞
っ
て

い
た
濵
田
だ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
込
み
上
げ
る
思
い
に
思
わ
ず
涙
を
こ
ぼ

し
た
。

◉
優
勝
＝
濵
田
尚
里
選
手

「
最
近
は
調
子
が
上
が
ら
ず
負
け
が
続
い

て
い
た
の
で
、
こ
の
大
会
は
絶
対
優
勝
す

る
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
今
ま

で
で
一
番
嬉
し
い
優
勝
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
池
田
選
手
は
と
て
も
強
い
相
手
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
最
後
ま
で
気
持
ち
で

負
け
な
い
よ
う
に
と
戦
い
ま
し
た
。
自
分

の
強
い
時
の
柔
道
を
こ
れ
か
ら
も
出
せ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

　

膝
の
怪
我
で
長
ら
く
試

合
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

４
連
覇
中
の
冨
田
と
、
昨

年
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東

京
で
優
勝
し
た
新
井
に
よ

る
決
勝
。
Ｇ
Ｓ
に
突
入

し
、
試
合
時
間
１
分
が
経

過
。
新
井
が
背
負
投
を
仕

掛
け
る
も
体
制
が
崩
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
瞬
間
を
見

逃
さ
な
か
っ
た
冨
田
は
隅

落
で
技
あ
り
を
奪
い
、
勝

利
。
盤
石
の
強
さ
で
、
５

年
連
続
で
優
勝
を
手
に
し

た
。

◉
優
勝
＝
冨
田
若
春
選
手

「
12
月
に
膝
の
手
術
を
し
て
、
４
月
の
こ

の
大
会
が
復
帰
戦
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

期
間
が
短
く
、
試
合
に
間
に
合
う
か
ど
う

か
不
安
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界
選
手
権
で
は

ま
だ
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
、
今
年
は
優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

◆◆
7878
㎏
級
㎏
級　

濵
田
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝
で
涙

　

濵
田
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝
で
涙

濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）　

濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）　

（
小
外
刈
）　　

池
田
紅
（
東
海
大
学
）

（
小
外
刈
）　　

池
田
紅
（
東
海
大
学
）

稲
葉
千
皓
（
国
士
舘
大
）

泉
　
真
生
（
コ
マ
ツ
）

池
田
　
紅
（
東
海
大
）

梅
木
真
美
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

中
野
弥
花
（
龍
谷
大
）

和
田
梨
乃
子
（
パ
ー
ク
24
）

川
崎
愛
乃
（
環
太
平
洋
大
）

濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学
）

小
外
刈

大
外
刈
＋
横
四
方
固

○
○ ○

隅
落
＋
袈
裟
固

○
横
四
方
固 一

本
背
負

反
則
負
け

濵田尚里

反
則
負
け

◆◆
7878
㎏
超
級

㎏
超
級　

冨
田
が
復
帰
戦
な
が
ら

　

冨
田
が
復
帰
戦
な
が
ら５

連
覇
を
達
成

５
連
覇
を
達
成

冨
田
若
春
（
コ
マ
ツ
）　

冨
田
若
春
（
コ
マ
ツ
）　

（
隅
落
）　　

新
井
万
央
（
日
本
体
育
大
学
）

（
隅
落
）　　

新
井
万
央
（
日
本
体
育
大
学
）

米
川
明
穂
（
コ
マ
ツ
）

髙
橋
瑠
璃
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク
）

橋
本
朱
未
（
吉
川
工
業
）

新
井
万
央
（
日
本
体
育
大
）

椋
木
美
希
（
環
太
平
洋
大
）

瀨
川
麻
優
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

児
玉
ひ
か
る
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニッ
ク
）

冨
田
若
春
（
コ
マ
ツ
）

隅
落

反
則
負
け

○
○

不
戦
勝
ち

○○反
則
負
け

不
戦
勝
ち

払
巻
込

冨田若春

崩
上
四
方
固

78㎏級・決勝＝試合序盤で濵田（上）が小外刈で先制する78㎏級・決勝＝試合序盤で濵田（上）が小外刈で先制する

78㎏超級・決勝＝冨田（左）が新井の袖を捉えて攻めにかかる78㎏超級・決勝＝冨田（左）が新井の袖を捉えて攻めにかかる
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【大会入賞者】
◆男子 優勝 ２位 ３位

100㌔超級 太田彪雅（旭化成） 影浦心（日本中央競馬会） 香川大吾（ALSOK） 王子谷剛志（旭化成）

100㌔級 増山香補（パーク24） 新井道大（東海大） 植岡虎太郎（日本製鉄） グリーンカラニ海斗（パーク24）

90㌔級 田嶋剛希（パーク24） 森　健心（パーク24）川端倖明（国士舘大） 中村俊太（國學院大）

81㌔級 老野祐平（旭化成） 東郷丈児（東海大）竹市大祐（ジャパンエレベーターサービス） 小原拳哉（パーク24）

73㌔級 田中龍雅（筑波大） 吉田優平（自衛隊体育学校）内村秀資（自衛隊体育学校） 田中裕大（パーク24）

66㌔級 田中龍馬（SBC湘南美容クリニック） 光岡岳人（明治大） 服部辰成（東海大） 藤阪泰恒（パーク24）

60㌔級 近藤隼斗（パーク24） 福田大和（天理大） 樋口裕大（大阪府警） 中村太樹（国士舘大）

◆女子
78㌔超級 冨田若春（コマツ） 新井万央（日本体育大） 瀨川麻優（ALSOK）髙橋瑠璃（SBC湘南美容クリニック）

78㌔級 濵田尚里（自衛隊体育学校） 池田　紅（東海大） 泉　真生（コマツ） 和田梨乃子（パーク24）

70㌔級 西願寺里保（コマツ）本田万結（東海大）田中志歩（JR東日本） 牧田朱加（ヤックス）

63㌔級 青野南美（福岡県警） 土井雅子（ＪＲ東日本）堀川　恵（パーク24） 髙木水月（明治国際医療大）

57㌔級 玉置桃（三井住友海上火災保険） 髙野綺海（日本エースサポート） 古賀ひより（パーク24） 大森朱莉（帝京大）

52㌔級 白石　響（コマツ） 大森生純（JR東日本） 藤城心（三井住友海上火災保険） 武田亮子（コマツ）

48㌔級 古賀若菜（JR東日本） 宮木果乃（日本大） 稲垣若菜（桐蔭横浜大） 近藤美月（東海大）

（２連覇）

（初優勝）

（２連覇）

（２連覇）

（初優勝）

（２回目）

（初優勝）

（５連覇）

（４回目）

（２回目）

（初優勝）

（２回目）

（３連覇）

（２回目）

　

４
月
８
日
に
強
化
委
員
会
が
実
施
さ

れ
、
本
大
会
の
結
果
を
も
と
に
、
今
年
５

月
19
日
か
ら
24
日
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）・
ア
ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
る
世

界
柔
道
選
手
権
大
会
の
日
本
代
表
選
手
を

決
定
し
た
。

　

本
大
会
の
上
位
入
賞
者
が
代
表
選
手
と

し
て
選
ば
れ
た
他
、
昨
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス

○
２
０
２
４
年
世
界
選
手
権
大
会

○
２
０
２
４
年
世
界
選
手
権
大
会

代
表
メ
ン
バ
ー
が
決
定

代
表
メ
ン
バ
ー
が
決
定

ラ
ム
東
京
で
優
勝
し
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
代
表
選
手
に
内
定
し
た
永
山
竜
樹
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
、
66
㎏

級
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。

　

各
階
級
お
よ
び
団
体
戦
出
場
選
手
に
つ

い
て
は
次
の
通
り
。

【男子】
100kg 超級	 太田彪雅（旭化成）
100kg 級	 新井道大（東海大学）
90kg 級	 田嶋剛希（パーク 24）
81kg 級	 老野祐平（旭化成）
73kg 級	 石原　樹（ジャパンエレベーターサービスホールディングス）
66kg 級	 田中龍馬（ＳＢＣ湘南美容クリニック）
	 武岡　毅（パーク 24）
60kg 級	 永山竜樹（ＳＢＣ湘南美容クリニック）
	 中村太樹（国士舘大学）
【女子】
78kg 超級	 冨田若春（コマツ）
	 新井万央（日本体育大学）
78kg 級	 濵田尚里（自衛隊体育学校）
70kg 級	 田中志歩（ＪＲ東日本）
63kg 級	 堀川　恵（パーク 24）
57kg 級	 玉置　桃（三井住友海上火災保険）
52kg 級	 白石　響（コマツ）
	 大森生純（ＪＲ東日本）
48kg 級	 古賀若菜（ＪＲ東日本）
【団体戦】
90kg 超級	 中野寛太（旭化成）
90kg 級	 川端倖明（国士舘大学）
73kg 級	 田中龍雅（筑波大学）
70kg 級	 本田万結（東海大学）
57kg 級	 髙野綺海（日本エースサポート）
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ニュース　全国高等学校柔道選手権大会

　

第
46
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大

会
が
３
月
19
日
（
個
人
戦
）・
20
日
（
団

体
戦
）、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

男
子
団
体
決
勝
で
は
、埼
玉
栄（
埼
玉
）

が
足
立
学
園
（
東
京
）
を
代
表
戦
の
末
に

下
し
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。
女
子
団
体
決

勝
で
は
、
比
叡
山
（
滋
賀
）
が
敬
愛
（
福

岡
）
を
こ
ち
ら
も
代
表
戦
で
下
し
、
念
願

の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

男
子
個
人
無
差
別
級
で
は
、
１
年
生
の

三
木
清
夢
（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）
が
初

出
場
で
初
優
勝
を
達
成
。
女
子
個
人
戦
57

㎏
級
で
は
本
田
里
來
（
福
岡
・
敬
愛
）
が

連
覇
を
達
成
し
た
。

　

試
合
は
、
男
子
が
体
重
無
差
別
の
５
名

編
成
に
よ
る
点
取
り
試
合
、
女
子
が
３
名

の
体
重
別
（
先
鋒
＝
52
㎏
以
下
、
中
堅
＝

63
㎏
以
下
、
大
将
＝
無
差
別
）
に
よ
る
点

取
り
試
合
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ

れ
た
。

　

判
定
基
準
は
「
技
あ
り
」
ま
た
は
「
僅

差
（
指
導
差
２
）」
以
上
で
勝
負
を
決
し

た
。
試
合
時
間
は
男
女
と
も
に
３
分
間
で

行
わ
れ
た
。

第 46回全国高等学校柔道選手権大会第 46回全国高等学校柔道選手権大会

◆
団
体
戦
（
20
日
）

男子団体決勝・代表戦＝埼玉栄・平野匠啓（上）が大内刈を決め、代表戦を制する男子団体決勝・代表戦＝埼玉栄・平野匠啓（上）が大内刈を決め、代表戦を制する

男子男子
団体団体 埼玉栄が初優勝埼玉栄が初優勝
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内
刈
を
決
め
て
勝
利
。
代
表
戦
を
制
し
た

埼
玉
栄
が
、
悲
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
埼
玉
栄
・
川
原
篤
監
督

「
み
ん
な
一
人
一
人
が
全
力
で
戦
っ
て
き

て
、
絶
対
や
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

し
た
。
決
勝
は
先
取
点
を
取
る
こ
と
と
、

絶
対
に
失
点
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
攻
撃
型
の
オ
ー
ダ
ー

を
組
み
ま
し
た
。
主
将
の
平
野
も
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
生
活
か
ら
柔
道
の
稽
古

ま
で
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

が
あ
ら
わ
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、
畳
の
上
に
は
選
ば
れ
た
６
人
だ
け
で

す
が
、
部
員
全
員
が
日
本
一
を
目
指
し
て

日
々
努
力
し
て
く
れ
ま
し
た
」

◎
優
勝
＝
埼
玉
栄
・
平
野
匠
啓
選
手

「
絶
対
勝
っ
て
や
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
よ
か
っ
た
で
す
。
決
勝
ま
で
は
チ
ー

ム
メ
ー
ト
に
助
け
て
も
ら
っ
て
い
た
の

で
、
決
勝
で
は
絶
対
に
自
分
が
決
め
て
や

る
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
私
生

活
か
ら
柔
道
の
稽
古
ま
で
全
て
引
き
締
め

て
変
え
て
い
っ
た
の
で
、
そ
の
成
果
が
出

た
か
な
と
思
い
ま
す
」

○
男
子

　

試
合
は
56
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
は
、

埼
玉
栄
と
足
立
学
園
の
初
優
勝
を
か
け
た

対
戦
と
な
っ
た
。

●
決
勝

埼
玉
栄（
埼
玉
）◯
代
表
戦　

足
立
学
園（
東
京
）

堀　

悠
隼　
　

引　

分　
　

荒
川
琉
正

饒
平
名
和
貴　

引　

分　
　

嶋
貫　

蓮

渡
邊
蒼
織　
　

引　

分　
　

鏑
木
克
優

平
野
匠
啓　

僅　

差　
　

中
谷
雅
夢

北
村
斗
麗　
　

僅　

差
　

宮
部
蓮
匠

平
野
匠
啓　

○
大
内
刈　
　

鏑
木
克
優

夢
の
対
戦
。
試
合
は
、
お
互
い
に
技
を
仕

掛
け
る
も
、
相
手
を
崩
し
き
れ
な
い
。
残

り
時
間
１
分
20
秒
の
と
こ
ろ
で
、
中
谷
が

極
端
な
防
御
姿
勢
を
と
っ
た
た
め
指
導

１
。
そ
の
後
残
り
時
間
44
秒
で
、
中
谷
が

平
野
の
圧
力
に
堪た
ま

ら
ず
下
が
る
と
、
場
外

に
出
て
し
ま
い
指
導
２
。
な
ん
と
か
食
ら

い
つ
き
た
い
中
谷
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ま

ま
試
合
終
了
。平
野
が
僅
差
で
勝
利
し
た
。

　

埼
玉
栄
が
勝
て
ば
優
勝
が
決
ま
る
大
将

戦
は
、
足
立
学
園
・
宮
部
蓮
匠
と
埼
玉
栄
・

北
村
斗
麗
の
対
戦
。
開
始
早
々
、
宮
部
が

圧
力
を
か
け
て
い
き
、
北
村
が
場
外
に
出

て
し
ま
い
指
導
１
。
そ
の
後
ポ
イ
ン
ト
が

動
か
な
い
ま
ま
残
り
時
間
41
秒
、
宮
部
が

果
敢
に
足
技
を
仕
掛
け
、
北
村
が
か
わ
す

こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
ま
た
し

て
も
場
外
に
出
て
し
ま
い
指
導
２
。
そ
の

後
は
北
村
も
攻
め
続
け
る
も
、
時
間
切
れ

で
試
合
終
了
。
終
始
落
ち
着
い
た
試
合
運

び
を
見
せ
た
宮
部
が
、
代
表
戦
に
望
み
を

つ
な
ぐ
僅
差
で
勝
利
し
た
。

　

代
表
戦
は
、
埼
玉
栄
・
平
野
と
、
昨
年

８
月
に
開
催
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ゲ

ー
ム
ズ
の
81
㎏
超
級
で
優
勝
を
果
た
し
た

足
立
学
園
・
鏑
木
克
優
の
対
戦
。
激
し
い

攻
防
が
続
く
中
、
試
合
開
始
１
分
ほ
ど
が

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
平
野
が
渾こ
ん

身し
ん

の
大

　

先
鋒
戦
は
埼
玉
栄
・
堀
悠
隼
と
前
日
の

個
人
73
㎏
級
で
優
勝
を
果
た
し
た
足
立
学

園
・
荒
川
琉
正
の
対
戦
。
序
盤
か
ら
激
し

い
寝
技
の
攻
防
が
展
開
さ
れ
る
。
体
格
で

不
利
な
荒
川
は
、
果
敢
に
技
を
仕
掛
け
る

も
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
な
い
。
一
方
の
堀
も

決
め
手
に
欠
き
、
試
合
は
引
分
で
終
了
し

た
。

　

続
く
次
鋒
・
中
堅
戦
と
も
に
引
分
と
な

り
、
迎
え
た
副
将
戦
は
、
埼
玉
栄
の
主
将

で
あ
り
、
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
100
㎏
級

王
者
の
平
野
匠
啓
と
足
立
学
園
・
中
谷
雅

男子団体決勝・副将戦＝平野（左）と中谷の組手争い男子団体決勝・副将戦＝平野（左）と中谷の組手争い

男子団体決勝・大将戦＝宮部（上）と男子団体決勝・大将戦＝宮部（上）と北村の試合北村の試合
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さ
ち
と
、
無
差
別
級
の
敬
愛
・
山
口
千
弘

の
体
格
差
の
あ
る
対
戦
と
な
っ
た
。
こ
こ

で
決
め
た
い
山
口
は
果
敢
に
攻
め
る
が
、

柴
田
が
脅
威
の
粘
り
で
階
級
上
の
相
手
に

食
ら
い
つ
い
て
い
く
。
結
局
両
者
ポ
イ
ン

ト
は
奪
え
ず
に
試
合
終
了
。
決
着
は
代
表

戦
に
委
ね
ら
れ
た
。

　

代
表
戦
は
抽
選
の
結
果
、
先
鋒
の
大
井

と
大
塚
の
対
戦
。
先
鋒
戦
と
同
様
に
序
盤

か
ら
大
井
が
果
敢
に
攻
め
る
。
そ
し
て
開

始
２
分
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
、
大
井
が
小

内
刈
で
技
あ
り
を
奪
い
勝
利
。
比
叡
山
が

初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

◎
優
勝
＝
比
叡
山
・
米
富
和
郎
監
督

「
個
人
戦
の
疲
れ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
今
日
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
鋒
・
中
堅
戦
で
勝

負
を
決
め
た
か
っ
た
で
す
が
、
と
れ
な
か

っ
た
の
で
大
将
の
柴
田
に
は
な
ん
と
か
代

表
戦
に
繋つ
な

い
で
ほ
し
い
こ
と
と
、
精
い
っ

ぱ
い
や
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。
本

当
に
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最

後
、
代
表
戦
が
先
鋒
に
な
っ
た
の
で
、
こ

こ
で
初
優
勝
を
決
め
る
と
い
う
強
い
気
持

ち
で
送
り
出
し
ま
し
た
。
全
員
が
自
分
の

力
を
出
し
切
っ
て
、
応
援
を
力
に
変
え
る

こ
と
が
で
き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

○
女
子

　

試
合
は
51
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
は
、

初
優
勝
を
狙
う
比
叡
山
（
滋
賀
）
と
、
２

０
１
６
年
以
来
の
優
勝
を
目
指
す
敬
愛

（
福
岡
）
の
対
決
。

●
決
勝

比
叡
山
（
滋
賀
）◯
代
表
戦　
　

敬
愛
（
福
岡
）

大
井
彩
蓮　
　

引　

分　
　

大
塚
翔
稀

木
村
穂
花　
　

引　

分　
　

本
田
里
來

柴
田
さ
ち　
　

引　

分　
　

山
口
千
弘

大
井
彩
蓮　

◯
技
あ
り　
　

大
塚
翔
稀

　

先
鋒
は
、
前
日
の
個
人
52
㎏
級
で
準
優

勝
の
比
叡
山
・
大
井
彩
蓮
と
敬
愛
・
大
塚

翔
稀
の
対
戦
。
序
盤
か
ら
大
井
が
激
し
い

攻
め
を
み
せ
る
も
、
大
塚
も
何
と
か
粘
り

両
者
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
な
い
ま
ま
試
合
終

了
。
先
鋒
戦
は
引
分
と
な
る
。

　

続
く
中
堅
戦
は
、
前
日
の
個
人
戦
63
㎏

級
で
優
勝
を
果
た
し
た
比
叡
山
・
木
村
穂

花
と
、
個
人
戦
57
㎏
級
で
連
覇
を
達
成
し

た
敬
愛
・
本
田
里
來
の
王
者
同
士
の
対

戦
。
木
村
が
果
敢
に
内
股
を
攻
め
る
が
、

決
め
き
れ
な
い
。
一
方
、
本
田
も
階
級
上

の
相
手
に
攻
め
の
姿
勢
で
挑
む
も
、
両
者

ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
ず
引
分
に
終
わ
る
。

　

大
将
戦
は
、
63
㎏
級
の
比
叡
山
・
柴
田

女子団体決勝・代表戦＝比叡山・大井彩蓮（上）が小内刈で技ありを奪い、比叡山が初優勝を決める女子団体決勝・代表戦＝比叡山・大井彩蓮（上）が小内刈で技ありを奪い、比叡山が初優勝を決める
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♦︎
個
人
戦
（
19
日
）

　

男
女
と
も
体
重
別
４
階
級
と
無
差
別
級

の
５
部
門
に
よ
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
争
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
３
分
間
、
時

間
内
に
勝
負
が
決
し
な
い
場
合
は
、
時
間

無
制
限
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
（
以
下
、

Ｇ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
競
わ
れ
た
。

○
男
子

▽
60
㎏
級

　

決
勝
は
吉
村
悠
之
介
（
大
分
・
柳
ヶ

浦
）
と
長
谷
川
譲
希
（
足
立
学
園
）
の
対

戦
。
試
合
は
吉
村
指
導
２
、
長
谷
川
指
導

１
で
本
戦
が
終
了
。
Ｇ
Ｓ
に
入
り
、
後
が

な
い
吉
村
が
前
に
出
て
攻
め
る
。
一
方
の

長
谷
川
は
、
中
々
攻
め
き
れ
ず
、
苦
戦
す

る
。
長
谷
川
に
Ｇ
Ｓ
で
三
つ
目
の
指
導
が

入
り
、
吉
村
が
劣
勢
か
ら
勝
利
し
た
。

▽
66
㎏
級

　

決
勝
に
残
っ
た
の
は
、福
地
駿
多
朗（
東

京
・
修
徳
）
と
大
柿
将
馬
（
神
奈
川
・
東

海
大
相
模
）。
試
合
は
福
地
が
横
四
方
固

め
で
大
柿
を
制
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
73
㎏
級

　

決
勝
は
荒
川
琉
正
（
足
立
学
園
）
と
徳

田
憲
政
（
愛
知
・
大
成
）
の
一
戦
。
試
合

中
盤
、
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
徳
田
を
荒
川

が
ひ
っ
く
り
返
し
、
そ
の
ま
ま
横
四
方
固

め
で
勝
利
。
寝
技
で
荒
川
が
強
さ
を
み
せ

つ
け
、
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

▽
81
㎏
級

　

決
勝
は
、
野
澤
貴
哉
（
東
海
大
相
模
）

と
昨
年
準
優
勝
の
中
田
涼
太
（
栃
木
・
白

鷗
大
足
利
）
の
対
決
。
本
戦
で
決
着
が
つ

か
ず
、
試
合
は
Ｇ
Ｓ
に
突
入
。
Ｇ
Ｓ
３
分

が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
野
澤
が
中
田
を

抑
え
込
ん
で
技
あ
り
で
勝
利
。
し
ぶ
と
く

食
ら
い
つ
き
、
初
の
優
勝
を
摑つ
か

ん
だ
。

▽
無
差
別
級

　

決
勝
は
、
こ
こ
ま
で
全
て
一
本
勝
ち
の

１
年
生
の
三
木
清
夢
（
木
更
津
総
合
）
と

寺
本
竜
彦
（
広
島
・
崇
徳
）
の
対
戦
。
試

合
は
お
互
い
決
め
手
に
欠
き
、
Ｇ
Ｓ
に
入

る
。
Ｇ
Ｓ
39
秒
、
三
木
が
大
外
刈
を
決
め

て
勝
利
。
前
回
大
会
で
優
勝
し
た
兄
・
三

木
望
夢
に
続
い
て
１
年
生
な
が
ら
初
の
王

座
に
輝
い
た
。

◎
無
差
別
級
優
勝
＝
三
木
清
夢

（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）

「
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
１
年
生
で
優
勝
す

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
一
番

元
気
出
し
て
明
る
く
試
合
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
」

男子個人無差別級決勝＝三木（右）が大外刈で一本勝ち。男子個人無差別級決勝＝三木（右）が大外刈で一本勝ち。

男子個人 66㎏級決勝＝福地（奥）が男子個人 66㎏級決勝＝福地（奥）が
寝技で攻め、横四方固めで一本勝ち。寝技で攻め、横四方固めで一本勝ち。

▶︎
男
子

▶︎
男
子
7373
㎏
級
決
勝
＝
荒
川
（
下
）
が

㎏
級
決
勝
＝
荒
川
（
下
）
が

寝
技
で
優
位
に
立
ち
、
横
四
方
固
め
で
勝
利

寝
技
で
優
位
に
立
ち
、
横
四
方
固
め
で
勝
利
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ニュース　全国高等学校柔道選手権大会

○
女
子

▽
48
㎏
級

　

井
上
愛
翔
（
徳
島
・
生
光
学
園
）
と
近

藤
杏
樹
（
長
崎
・
長
崎
明
誠
）
の
決
勝
。

井
上
が
中
盤
に
、
小
内
刈
で
技
あ
り
を
奪

う
。
そ
の
後
も
井
上
は
攻
め
の
姿
勢
を
崩

さ
ず
、
近
藤
に
技
を
仕
掛
け
て
い
く
。
近

藤
は
反
撃
に
で
て
追
い
つ
き
た
か
っ
た

が
、
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
試
合
は
終
了
。

井
上
が
１
年
生
に
し
て
大
会
制
覇
を
成
し

遂
げ
た
。

▽
52
㎏
級

　

決
勝
は
納
庄
千
寿（
長
野
・
佐
久
長
聖
）

と
大
井
彩
蓮
（
比
叡
山
）
の
顔
合
わ
せ
。

本
戦
は
両
者
技
の
決
め
手
に
欠
き
、
Ｇ
Ｓ

へ
。
Ｇ
Ｓ
17
秒
、
大
井
が
果
敢
に
攻
め
技

を
仕
掛
け
た
戻
り
際
に
、
納
庄
が
体
落
と

し
で
返
し
て
技
あ
り
で
勝
利
。
嬉
し
い
初

優
勝
に
輝
い
た
。

▽
57
㎏
級

　

決
勝
は
前
回
大
会
王
者
で
連
覇
を
目
指

す
本
田
里
來
（
敬
愛
）
と
鈴
木
ケ
イ
（
佐

久
長
聖
）
の
組
み
合
わ
せ
。
両
者
、
粘
り

を
見
せ
る
中
、
試
合
が
動
い
た
の
は
残
り

時
間
１
分
を
切
っ
た
時
、
本
田
が
大
内
刈

を
決
め
て
、
技
あ
り
を
奪
取
。
連
覇
を
大

き
く
手
繰
り
寄
せ
る
。
そ
の
後
何
と
か
ポ

イ
ン
ト
を
取
り
た
い
鈴
木
で
あ
っ
た
が
、

一
歩
及
ば
ず
試
合
終
了
。
本
田
が
技
あ
り

を
守
り
き
り
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
57
㎏
級
優
勝
＝
本
田
里
來
（
福
岡
・
敬
愛
）

「
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
終
え
て
か

ら
、
こ
の
選
手
権
で
連
覇
す
る
こ
と
を
目

女子個人 48㎏級決勝＝井上（上）が小内刈で技あり女子個人 48㎏級決勝＝井上（上）が小内刈で技あり

指
し
て
稽
古
し
て
き
た
の
で
、
達
成
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
後
は
昨
年
優
勝
で

き
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

▽
63
㎏
級

　

木
村
穂
花（
比
叡
山
）と
清
水
優
陸（
佐

賀
・
佐
賀
商
業
）
の
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
清
水
が
勝
利
し
て
い
る
。
お
互
い

に
一
歩
も
譲
ら
ず
、
試
合
は
Ｇ
Ｓ
に
突

入
。
Ｇ
Ｓ
４
分
30
秒
、
木
村
が
内
股
で
技

あ
り
を
獲
得
し
勝
利
。
激
闘
を
制
し
、
昨

年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
木
村
が
栄
冠

を
手
に
し
た
。

▽
無
差
別
級

　

決
勝
は
こ
こ
ま
で
オ
ー
ル
一
本
勝
ち
の

井
上
朋
香（
佐
賀
商
業
）と
田
中
麗
奈（
敬

愛
）
の
対
戦
。
試
合
開
始
30
秒
、
井
上
が

小
外
刈
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
井
上
は
決

勝
を
終
え
て
、
全
て
の
試
合
を
Ｇ
Ｓ
無

し
、
一
本
勝
ち
と
い
う
圧
巻
の
強
さ
で
、

無
差
別
級
の
頂
に
立
っ
た
。

▶︎
女
子

▶︎
女
子
5757
㎏
級
決
勝
＝
本
田
（
上
）
が

㎏
級
決
勝
＝
本
田
（
上
）
が

技
あ
り
獲
得
後
も
攻
め
続
け
る　

技
あ
り
獲
得
後
も
攻
め
続
け
る　

▶︎▶︎��

女
子
（
個
人
）
無
差
別
級
決
勝
＝
井
上
（
左
）
が

女
子
（
個
人
）
無
差
別
級
決
勝
＝
井
上
（
左
）
が

小
外
刈
を
決
め
て
一
本
勝
ち

小
外
刈
を
決
め
て
一
本
勝
ち

心技体 人を育てる総合誌
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【
大
会
結
果
】

◯
男
子
団
体
＝
①
埼
玉
栄（
埼
玉
）②
足
立
学
園（
東
京
）③
大
成（
愛
知
）、福
岡
大
大
濠（
福
岡
）

◯
女
子
団
体
＝
①
比
叡
山（
滋
賀
）②
敬
愛（
福
岡
）③
木
更
津
総
合（
千
葉
）、佐
賀
商
業（
佐
賀
）

◯
男
子
個
人

▽
60
㎏
級
＝�

①
吉
村
悠
之
介
（
大
分
・
柳
ヶ
浦
）
②
長
谷
川
譲
希
（
東
京
・
足
立
学
園
）

　
　
　
　
　

③
池
内
雷
基
（
栃
木
・
白
鷗
大
足
利
）、
山
本
風
来
（
愛
知
・
大
成
）

▽
66
㎏
級
＝�

①
福
地
駿
多
朗
（
東
京
・
修
徳
）
②
大
柿
将
馬
（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）

　
　
　
　
　

③
髙
橋
嬉
有
（
山
形
・
新
庄
東
）、
大
塚
康
平
（
茨
城
・
水
戸
啓
明
）

▽
73
㎏
級
＝�

①
荒
川
琉
正
（
東
京
・
足
立
学
園
）
②
徳
田
憲
政
（
愛
知
・
大
成
）

　
　
　
　
　

③
宮
永
啓
吾
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）、
布
木
颯
汰
（
大
阪
・
上
宮
）

▽
81
㎏
級
＝�

①
野
澤
貴
哉
（
神
奈
川
・
東
海
大
相
模
）
②
中
田
涼
太
（
栃
木
・
白
鷗
大
足
利
）

③
川
合
遼
（
静
岡
・
静
岡
学
園
）、
竹
吉
瑞
樹
（
東
京
・
国
士
舘
）

▽
無
差
別
級
＝�

①
三
木
清
夢
（
千
葉
・
木
更
津
総
合
）
②
寺
本
竜
彦
（
広
島
・
崇
徳
）

　
　
　
　
　

③
山
本
由
聖
（
東
京
・
国
士
舘
）、
堀
悠
隼
（
埼
玉
・
埼
玉
栄
）

◯
女
子
個
人

▽
48
㎏
級
＝�

①
井
上
愛
翔
（
徳
島
・
生
光
学
園
）
②
近
藤
杏
樹
（
長
崎
・
長
崎
明
誠
）

　
　
　
　
　

③
赤
座
杏
奈
（
岐
阜
・
美
濃
加
茂
）、
新
井
優
菜
（
千
葉
・
八
千
代
）

▽
52
㎏
級
＝�

①
納
庄
千
寿
（
長
野
・
佐
久
長
聖
）
②
大
井
彩
蓮
（
滋
賀
・
比
叡
山
）

　
　
　
　
　

③
錦
杏
樹
（
兵
庫
・
東
洋
大
姫
路
）、
荒
川
遥
楓
（
岡
山
・
創
志
学
園
）

▽
57
㎏
級
＝�

①
本
田
里
來
（
福
岡
・
敬
愛
）
②
鈴
木
ケ
イ
（
長
野
・
佐
久
長
聖
）

　
　
　
　
　

③
前
田
琳
音
（
徳
島
・
生
光
学
園
）、
中
村
和
音
（
滋
賀
・
比
叡
山
）

▽
63
㎏
級
＝�
①
木
村
穂
花
（
滋
賀
・
比
叡
山
）
②
清
水
優
陸
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）

　
　
　
　
　

③
織
茂
永
愛
（
神
奈
川
・
桐
䕃
学
園
）、
榊
原
佑
月
（
愛
知
・
大
成
）

▽
無
差
別
級
＝�

①
井
上
朋
香
（
佐
賀
・
佐
賀
商
業
）
②
田
中
麗
奈
（
福
岡
・
敬
愛
）

　
　
　
　
　

③
西
野
愛
華
（
愛
知
・
大
成
）、
小
出
穂
香
（
山
梨
・
富
士
学
苑
）

団体女子優勝＝比叡山（滋賀） 団体男子優勝＝埼玉栄（埼玉）

個人女子優勝者（左から＝ 48㎏級・井上、52㎏級・納庄、
57㎏級・本田、63㎏級・木村、無差別級・井上）

個人男子優勝者（左から＝ 60㎏級・吉村、66㎏級・福地、
73㎏級・荒川、81㎏級・野澤、無差別級・三木）
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

国際武道文化セミナー国際武道文化セミナー
第６回外国人留学生等対象

武道に触れて感じたその精神

　

外
国
人
留
学
生
と
在
日
大
使
館
に
勤
務

す
る
外
国
人
を
対
象
と
し
た
第
６
回
外
国

人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ

ー
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
後
援
＝
ス
ポ

ー
ツ
庁
、
外
務
省
、
千
葉
県
勝
浦
市
、
日

本
武
道
協
議
会
、協
力
＝
国
際
武
道
大
学
）

が
３
月
１
〜
３
日
、
日
本
武
道
館
研
修
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
県
勝
浦
市
）
で
開
催
さ
れ

た
。

　

今
回
は
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
26
の
国
と
地
域
か
ら
55
名
が
参

加
。
講
義
、
模
範
演
武
、
９
種
目
の
武
道

体
験
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
、
参
加
者
は
一
つ
一
つ
真
剣
に
取
り
組

み
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
。

　

午
後
２
時
に
開
講
式
を
行
い
、
式
終
了

後
、
講
義
⑴
、
続
け
て
、
体
験
武
道
を
実

施
し
た
。
武
道
未
経
験
の
参
加
者
は
初
め

て
の
武
道
体
験
に
心
を
躍
ら
せ
、
精
い
っ

ぱ
い
稽
古
に
励
ん
だ
。♢

■
講
義
⑴
「
武
道
の
歴
史
と
特
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
堂
良
明
講
師
）

　

藤
堂
講
師
は
、
柔
道
や
剣
道
、
弓
道
、

■
１
日
目

■
１
日
目

柔道柔道

体験武道・相撲体験武道・相撲

なぎなたなぎなた 「武道の歴史と特性」「武道の歴史と特性」剣道剣道 「武道の礼法」「武道の礼法」

講義講義体験武道体験武道
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藤堂良明講師藤堂良明講師
（筑波大学名誉教授）（筑波大学名誉教授）

江戸時代に着用されていた形の柔術の稽古着を参加者が着用江戸時代に着用されていた形の柔術の稽古着を参加者が着用 18世紀の「しない打ち込み剣術18世紀の「しない打ち込み剣術
稽古」の説明をする藤堂講師稽古」の説明をする藤堂講師

 ■ 講義⑴「武道の歴史と特性」

な
ぎ
な
た
を
は
じ
め
と
し
た
武
道
の
歴
史

を
た
ど
り
な
が
ら
、
武
道
の
成
り
立
ち
、

特
性
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

▽
質
疑
応
答

▽
質
疑
応
答

Ｑ
．
１
６
０
０
年
頃
に
各
藩
で
行
わ
れ
て

い
た
武
術
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
．
当
時
の
武
術
に
は
弓
・
剣
・
槍
・
柔

術
・
砲
術
な
ど
18
種
類
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
が
、
各
藩
の
藩
主
が
五
つ
ほ
ど
に
絞

っ
て
、
そ
の
中
か
ら
武
士
に
い
く
つ
か

を
選
択
さ
せ
て
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
柔
術
の
由
来
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ
．
柔
術
は
900
年
頃
に
、
刀
が
折
れ
、
弓

の
矢
が
尽
き
た
時
に
素
手
で
戦
っ
た
組

討
ち
を
由
来
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

も
う
一
つ
、
外
国
か
ら
の
当
身
技
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
１
６
０
０
年
以
降
に

柔
術
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
柔
術

は
全
部
で
160
ほ
ど
の
流
派
が
あ
り
ま
し

た
。

Ｑ
．
武
士
道
精
神
は
現
代
の
武
道
に
も
関

係
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
武
士
道
精
神
は
江
戸
時
代
の
も
の
が

多
く
、「
自
分
に
勝
つ
」「
潔
く
戦
う
」「
礼

節
」「
誠
実
」
な
ど
が
現
在
の
武
道
に

も
色
濃
く
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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正しい姿勢について説明する小笠原講師正しい姿勢について説明する小笠原講師

 ■ 講義⑵「武道の礼法」

　

ま
ず
、
大
道
場
で
各
道
の
講
師
に
よ
る

模
範
演
武
が
行
わ
れ
た
。
模
範
演
武
は
弓

道
か
ら
始
ま
り
、
少
林
寺
拳
法
、
銃
剣

道
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、
剣
道
、
柔
道
、

合
気
道
、
相
撲
の
順
に
行
っ
た
。
講
師
の

洗
練
さ
れ
た
演
武
に
、
参
加
者
は
目
を
輝

せ
、
時
に
は
カ
メ
ラ
に
収
め
な
が
ら
見
学

し
た
。
演
武
終
了
後
は
体
験
武
道
、
続
い

て
講
義
⑵
、
再
び
体
験
武
道
を
行
っ
た
。

♢

■
講
義
⑵
「
武
道
の
礼
法
』

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
笠
原
清
基
講
師
）

　

小
笠
原
講
師
が
小
笠
原
家
の
歴
史
、
礼

法
に
つ
い
て
座
学
を
行
っ
た
後
、
参
加
者

は
小
笠
原
流
礼
法
を
実
際
に
体
験
。
参
加

者
た
ち
は
慣
れ
な
い
身
体
運
動
を
要
す
る

礼
法
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
興
味
深
そ
う

に
体
験
し
た
。

▽
質
疑
応
答

Ｑ
．
初
代
宗
家
の
時
代
と
現
在
で
異
な
っ

て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
．
違
い
は
あ
り
ま
す
。
当
時
と
現
在
で

は
、
時
代
背
景
が
異
な
る
た
め
、
絶
対

的
に
変
え
な
い
芯
の
部
分
を
守
り
つ

つ
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
文
化
の
継
承
だ
と
思
い
ま
す
。

小笠原清基講師小笠原清基講師
（弓馬術礼法小笠原教場（弓馬術礼法小笠原教場
第 31世宗家嫡男）第 31世宗家嫡男）

▶
身
体
を
真
っ
す
ぐ
に
し
た
ま
ま
座
る
動
作
と

▶
身
体
を
真
っ
す
ぐ
に
し
た
ま
ま
座
る
動
作
と

　
立
つ
動
作
を
練
習
す
る
参
加
者
た
ち

　
立
つ
動
作
を
練
習
す
る
参
加
者
た
ち

開いた足を戻す動作に苦戦開いた足を戻す動作に苦戦

■
２
日
目

■
２
日
目

正座する参加者正座する参加者
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一点に集中して直突（銃剣道）一点に集中して直突（銃剣道）

 
■ 
体
験
武
道

講師とセミナー参加者で記念撮影講師とセミナー参加者で記念撮影

力強い突き（少林寺拳法）力強い突き（少林寺拳法）

必死に押し出し（相撲）必死に押し出し（相撲）

合気道の動きを体感合気道の動きを体感

キレのある中段蹴り（空手道）キレのある中段蹴り（空手道）

抑え込みで一本勝ち（柔道）抑え込みで一本勝ち（柔道）

メンの掛け声とともに（なぎなた）メンの掛け声とともに（なぎなた）

研ぎ澄まされた一射（弓道）研ぎ澄まされた一射（弓道）

大剣豪の風格（剣道）大剣豪の風格（剣道）
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

 
■ 
講
師
模
範
演
武

▽
質
疑
応
答

Ｑ
．
他
の
武
道
を
稽
古
に
取
り
入
れ
た
り

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
相
撲
は
、
武
道
で
は
な
い
他
の
ス
ポ

ー
ツ
を
稽
古
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

立
ち
合
い
の
際
に
、
瞬
発
力
が
重
要
に

な
る
の
で
、
陸
上
の
短
距
離
走
を
取
り

入
れ
た
り
し
ま
す
。（
相
撲・伊
東
講
師
）

　
　

柔
道
の
場
合
は
、
９
武
道
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
が
、
寝
技
の
強
化
の
た
め
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
を
習
い
に
行
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
柔
道
が
強
い
と
相
撲

の
先
生
に
声
を
か
け
ら
れ
、
相
撲
の
大

会
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
下
半
身
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。　
　
（
柔
道
・
金
丸
講
師
）

Ｑ
．
合
気
道
で
袴
を
着
け
て
い
る
理
由
が

知
り
た
い
で
す
。

Ａ
．
袴
を
着
け
る
こ
と
は
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
り
、
私
た
ち
の
中
で
正
装
で

す
。
合
気
道
が
創
建
さ
れ
た
当
初
は
、

最
初
か
ら
袴
を
着
け
て
稽
古
し
て
い
ま

し
た
が
、
袴
を
着
け
る
こ
と
が
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

現
在
は
女
性
は
級
を
取
っ
た
ら
、
男
性

は
初
段
に
な
っ
た
ら
袴
を
着
け
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
（
合
気
道
・
入
江
講
師
）

少林寺拳法少林寺拳法

相
　
撲

相
　
撲

銃
剣
道

銃
剣
道

弓　道弓　道

空手道空手道
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柔　道柔　道

なぎなたなぎなた

合気道合気道

剣
　
道

剣
　
道
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

く
と
学
校
で
空
手
道
を
習
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
子
ど
も
を
見
て
い

て
感
じ
た
の
は
、
空
手
道
を
通
じ
て
、
す

ご
く
生
活
態
度
が
良
く
な
っ
た
こ
と
で
し

た
。そ
の
様
子
を
見
て
、ア
フ
リ
カ
の
国
々

で
も
武
道
を
普
及
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
武
道
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
成
長
が

見
込
め
る
こ
と
で
、
武
道
が
世
界
の
平
和

の
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
世
界
の
人
々
に
武
道
を
習
っ
て
ほ

し
い
で
す
」

「
私
は
韓
国
で
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
ア
ニ
メ
で
剣
道
や
弓
道
を

や
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
い
つ
か
体
験
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
ん
だ
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

た
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
武
道
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
特

に
少
林
寺
拳
法
や
な
ぎ
な
た
な
ど
初
め
て

知
る
武
道
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

 
■ 
参
加
者
意
見
発
表ジョセフ・チクウェンバさんジョセフ・チクウェンバさん

（マラウイ共和国・駐日大使館）（マラウイ共和国・駐日大使館）

ジソン・アンさんジソン・アンさん
（韓国・京都教育大学）（韓国・京都教育大学）

　

は
じ
め
に
体
験
武
道
を
実
施
。
参
加
者

は
９
武
道
全
て
を
体
験
し
、
疲
れ
た
様
子

を
見
せ
な
が
ら
も
、
満
足
の
笑
み
を
浮
か

べ
た
。
次
に
参
加
者
意
見
発
表
に
移
り
、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
き
っ
か
け
や
、
武
道
に

対
す
る
印
象
、
セ
ミ
ナ
ー
の
感
想
な
ど
を

代
表
者
が
発
表
し
た
。

　

最
後
に
閉
講
式
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
に
参
加
証
が
授
与
さ
れ
、
３
日
間
の
セ

ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
々
を

集
め
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。武
道
文
化
だ
け
で
は
な
く
、礼
法
、

自
他
共
栄
、
自
分
を
律
す
る
こ
と
な
ど
セ

ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
先
進
国
で
あ

り
、
昔
か
ら
の
伝
統
文
化
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
世
界

を
良
く
す
る
た
め
に
武
道
を
普
及
す
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
武
道
は
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
人
生
で
前
進
す
る

た
め
に
他
の
人
と
対
立
す
る
必
要
は
な
い

こ
と
、
そ
し
て
、
武
道
の
稽
古
は
相
手
を

敬
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
私
に
は

２
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
あ
る
時
、
子

ど
も
が
学
校
か
ら
帰
宅
し
て
、
す
ご
く
興

奮
し
て
い
た
の
で
、
ど
う
し
た
の
か
と
聞

も
嬉う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
必
死
に
技
を
覚
え

て
い
る
う
ち
に
体
験
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、
武
道
の
精
神
と
そ

の
意
味
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
生
方
が
親
切
か
つ
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
全
て
の
こ
と
に
は
き
っ
か
け
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
、
多
く
の
外
国
人
留
学
生
が
、

こ
れ
か
ら
武
道
を
生
活
の
一
部
と
し
て
楽

し
む
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」

「
武
道
体
験
で
た
く
さ
ん
失
敗
し
ま
し
た

が
、
そ
の
失
敗
が
成
功
す
る
た
め
の
糧
に

な
り
ま
し
た
。
武
道
の
修
行
は
、
過
去
や

未
来
へ
の
不
安
を
取
り
払
い
、
現
在
に
向

き
合
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
武
道

を
通
じ
て
皆
様
の
人
生
が
よ
り
良
く
な
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
」

スティーブン・アブードさんスティーブン・アブードさん
（アメリカ・東京大学）（アメリカ・東京大学）

参加者を代表して参加証を受け取るハフサ・リフキさん（モロッコ）参加者を代表して参加証を受け取るハフサ・リフキさん（モロッコ）

■
３
日
目

■
３
日
目
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柔　道＝金丸　雄介（六段）了德寺大学准教授
　　　　熊代　佑輔（六段）国際武道大学助教
剣　道＝濱﨑　　滿（範士八段）全日本剣道連盟常任理事
　　　　丸橋　利夫（教士八段）国際武道大学教授
弓　道＝増渕　敦人（範士八段）全日本弓道連盟中央委員
　　　　福地　　平（教士八段）全日本弓道連盟中央委員
相　撲＝伊東　　良（五段）日本体育大学スポーツ文化学部助教
　　　　山口　颯斗（弐段）日本体育大学相撲部
空手道＝渡邉　純一（教士七段）千葉県空手道連盟副理事長
　　　　峯　真太郎（教士七段）群馬県空手道連盟競技力向上委員会委員長
合気道＝入江　嘉信（七段）合気会・合気道本部道場指導部師範
　　　　小山　雄二（六段）合気会・合気道本部道場指導部師範
少林寺拳法＝荒井　章士（正範士七段）少林寺拳法世界連合事務総長
　　　　加藤　　明（准範士六段）SHORINJI KENPO UNITY 国際交流セクションチーフ
なぎなた＝今浦　千信（教士）全日本なぎなた連盟常務理事
　　　　紫関　譲子（教士）全日本なぎなた連盟アンチドーピング委員会委員
銃剣道＝佐藤　　亨（範士八段）全日本銃剣道連盟理事・競技力向上委員
　　　　小川　　功（範士八段）全日本銃剣道連盟競技力向上委員
通　訳＝アレキサンダー・ベネット　関西大学国際部教授
　　　　ブルース・フラナガン　東京経済大学特任講師（通訳翻訳論）
　　　　井上　誠・リード　「KENDO WORLD」助手

◎
参
加
者
コ
メ
ン
ト

▼
ソ
フ
ィ
ア
・
ガ
フ
ー
ル
（
ス
イ
ス
）

う
た
め
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
自
分
の
心

身
を
鍛
え
る
と
い
っ
た
意
義
が
あ
る
こ
と

を
学
び
、
印
象
的
で
し
た
」

▼
キ
ン
・
シ
ャ
（
中
国
）

「
武
道
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
く
て
、
参
加

し
ま
し
た
。
一
番
印
象

に
残
っ
た
の
は
相
撲
で
す
。
ス
イ
ス
で
は

見
ら
れ
な
い
の
で
、
新
鮮
で
し
た
。
実
際

に
体
験
し
て
み
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」

▼
ア
ン
ド
リ
ア
ナ
・
ホ
ル
ブ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

「
先
生
か
ら
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
聞
き
、

去
年
も
参
加
し
ま
し

た
。
私
は
武
道
に
興
味
が
あ
り
、
去
年
参

加
し
て
み
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
の
で
、

今
年
も
参
加
し
ま
し
た
。
武
道
体
験
の
時

に
講
師
の
方
や
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
」

▼
東
吾
ガ
ン
ト
ル
ガ
（
モ
ン
ゴ
ル
）

「
私
は
母
が
日
本
人

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本

文
化
を
教
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
自
発
的
に
日
本
の

文
化
を
学
び
た
い
と
思
い
、
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
武
道
は
戦

「
日
本
文
化
を
知
り
た

く
て
参
加
し
ま
し
た
。

学
校
か
ら
の
案
内
で
セ

ミ
ナ
ー
を
知
り
ま
し
た
。
武
道
は
自
分
と

の
勝
負
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自

分
は
合
気
道
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
体
験
し
て
み
て
特
に
楽
し
か
っ
た
の

は
相
撲
で
す
」

▼
ホ
ア
ン
・
オ
ア
ン
・
フ
ァ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ト
ナ
ム
）

「
今
回
初
め
て
参
加
し

て
、
３
日
間
で
い
ろ
い

ろ
体
験
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
一
番
好
き
な
の
は
少
林
寺
拳
法

で
す
。
少
林
寺
拳
法
は
護
身
術
な
の
で
、

日
常
で
も
役
に
立
ち
そ
う
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。
今
年
、
ベ
ト
ナ
ム
で
少
林
寺
拳
法

の
大
会
が
あ
る
み
た
い
な
の
で
、
時
間
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
」

▼
ム
フ
シ
ン
・
マ
ス
ト
ゥ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
モ
ロ
ッ
コ
）

し
た
。
武
道
の
精
神
性
、
自
分
を
律
す
る

こ
と
に
す
ご
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」

「
セ
ミ
ナ
ー
を
す
ご
く

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
以
前
か
ら
柔
道
を

始
め
て
、
講
道
館
で
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
三
つ
の
武
道
し
か
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
、
九
つ
の
武
道
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

心技体 人を育てる総合誌
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